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＊システムを構成する機能をハードウェア、ソフトウェアそれぞれの視点から検討し、機能ブロックとして整理する


-　ハードウェアとソフトウェアそれぞれの役割分担、位置づけを明確にする





＊2.1で整理したシステムの機能を一覧表などでまとめる





＊機能ブロックごとに機能の入出力インタフェース、処理方式、共通領域などを整理する。





＊個々の機能ブロックがどのように連携してシステムの機能サービスを実現していくか、動作シーケンス図などで整理する





＊システム要求定義で検討した非機能要求をもとにして、システムの動作に関する制約時間（例：レスポンスタイム）など、ソフトウェア動作、ハードウェア動作の時間的な側面に関する概算見積りを整理する





＊システム要求定義で検討したユースケースをもとにして、ユースケースと機能ブロックの対応付けを整理する





＊各機能ブロック間の制御、データを明確にする。
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